
 

 

 

 

 

 

 

 

現地見学会を開催しました 

 6月 15日（土曜日）に、101次確認調査現地見学会を開催しました。 

 前日より天候が悪く降雨が心配されましたが、開催時間には天候が回復し、

地元の皆さんを中心に約 30名の方々にお集まりいただきました。 

 調査担当者による調査全体の説明後、実際に検出した溝の近くまで寄って見

ていただき、現場の雰囲気を感じていただきました。テント内では、調査で見

つかった土器や帯金具、硯などの遺物も展示しました 
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101次確認調査が終了しました 
梅雨の季節ももうすぐ終わりの兆しが見え、夏の気配を感じる気温になりま

した。令和元年 5月８日から開始した恒川官衙遺跡 101次確認調査も、６月 26

日をもって終了となりました。 

調査では、当初の目的である伊那郡衙の北限溝を約 14ｍの範囲で確認し、溝

の詳細な記録をとることができました。また、調査区内からは帯金具(役人の

ベルト)や硯の一部が出土し、あらためてこの場所が郡衙の一部であることを

確認しました。 
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確認した伊那郡衙の北限溝 

深さ…85㎝ 

幅 …240㎝（上端） 

130㎝（下端） 

全長…14ｍ 

昭和 57年（2次調査） 

トレンチ 

 

102次調査は継続中です！ 

恒川官衙遺跡の発掘調査では、毎日現場を

一般公開しています。 

・平日 10時～15時（土日祝は休み） 

・現地で調査員が直接解説します。 

ぜひお気軽にお立ち寄りください！ 


